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古 き を 温 ね て 新 し き を
知 る
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諏訪市大手2-17-12フィットネスクラブA1内
http://worldtiryouin.com

営業時間：午前9時～午後6時（月曜～金曜）
※土曜・日曜・祝日は休業

医療保険でマッサージができるのをご存知ですか？

医療保険が使えるので、ごくわずかなご負担です。

ワールド治療院 諏訪店 ☎54-1216

ご自宅や老人ホームまで出張してマッサージをいたします。
保険証の内容により、ご負担は数百円程度です。

療保険険が使え険

訪 問マッサージマッサージ

株式会社井口

あなたのご負担は
数百円程度！

マッサージ師は
全員

国家資格保持者！

安否確認として
ご家族からも
ご支持！

心のケアとしても
最適！

◎医療保険適用外マッサージも承ります。

訪問介護員2級以上の資格取得者がマッサージ師と同行いたします。
※医師の同意書が必要です。

お気軽にお問い合わせください

　

小
坂
区
で
は
、
ふ
る

さ
と
の
歴
史
や
伝
承
を

残
し
た
い
と
、
名
所
旧

跡
を
紹
介
し
た
冊
子

を
作
成
、
区
内
18
か
所

に
、
散
策
の
目
じ
る
し
と
な
る
看
板
も
設
置
し
た
（
数
年

前
）。
今
回
は
、
そ
の
事
業
に
尽
力
し
た
小
坂
了
さ
ん
、

小
坂
眞
清
さ
ん
を
、花
岡
増
夫
区
長
が
招
集
、出
発
と
な
っ

た
。
旧
道
か
ら
小
路
に
入
り「
満ま

ん

田だ

山や
ま

」へ
。
蟻
地
蔵
と
馬

頭
観
音
が
祠ほ
こ
らに
並
ん
で
、
湖
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
鎌
倉
街

道
を
引
き
返
す
と
、く
だ
ん
の
看
板
が
右
上
に
。神か

ん

場ば

木ぎ（
地

元
の
人
は「
か
ん
ば
げ
」と
い
う
）は
、
諏
訪
大
社
の
祭
神
、

建た
け

御み

名な

方か
た
の

命み
こ
とと

八や

坂さ
か

刀と

売め
の

命み
こ
とが

、
13
子
神
と
と
も
に

暮
ら
し
た
と
伝
わ
る
場
所

だ
。
そ
の
上
方
の
火ひ

と
ぼ
し
や
ま

燈
山
に
は
、

か
つ
て
、
漁
民
の
安
全
を
見
守
る

灯
台
設
備
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

高た
か

間ま

と
呼
ば
れ
る
界
隈
に
は
、

わ
ら
ぶ
き
屋
根
を
ト
タ
ン
で
覆
っ

た
趣
あ
る
旧
家
も
ち
ら
ほ
ら
。
坂

の
途
中
の
家
の
庭
に
は
、
水
道
の

な
い
時
代
の
水
く
み
兼
洗
い
場
が

健
在
だ
。
こ
の
地
区
は
、
小
坂
氏

発
祥
の
地
と
伝
え
ら
れ
、
中
央

道
の
直
下
に
は
、
代
官
級
の
高

官
が
暮
ら
し
た
「
殿と

の

屋や

敷し
き

」
の
地

名
も
残
る
。
左
手
奥
が
小
坂
城

址
だ
が
、
右
手
、
山
岳
信
仰
の
聖

地
、
天
神
山
に
の
ぼ
っ
て
み
る
の

も
一
興
。
山
の
斜
面
を
上
が
っ
た

と
こ
ろ
に
、
立
派
な
石
灯
籠
は
じ

め
、た
く
さ
ん
の
石
造
物
が
あ
る
。

　
平
安
時
代
末
に
築
城
さ
れ
た
小

坂
城
は
、
戦
国
時
代
に
廃
城
に

な
っ
て
以
降
、
三
山
講
（
月
山
、

湯
殿
山
、
羽
黒
山
）の
信
仰
の
山

悠
久
の
歴
史
が
湖
と
向
か
い
合
う

13 

小
坂
区
の
巻

ア
ジ
サ
イ
に
誘
わ
れ
て
…

花岡増夫区長を中心に、
向かって左に小坂了さん、
右に小坂眞清さん

❶

看板の奥が神場木、右上が火燈山

坂と湖と民家と石垣…里の風景にほっこり

豊かな清水を利用
した暮らし、今も

❸

歴史の道「鎌倉街道」。往時さながら
の風情をこれだけ醸し出しているとこ
ろ、ほかにはないかも

悪さして暴れた大アリを退
治したというお地蔵さんは、
意外にキュート

天神山の石造物群。これだけの
重量石を昔の人は人力で！？

湖を見下ろす城山の急
傾斜地。昭和初期まで、
常夜灯が毎夜ともされ
ていた

❷

❺

❻ ❹
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小
坂
公
民
館 

☎
２
３ｰ

９
７
３
０

に
。
立
派

な
石
碑

の
横
手

か
ら
、味

沢
姓
の
社

（
祝
殿
）

を
経
て
、

建
御
名
方
命
の
姉
神
の
下し

た

照て
る

姫ひ
め
の

命み
こ
と

を
祀ま
つ
る
小
坂
鎮
守
神
社
へ
。

　
こ
の
あ
と
、
行
程
は
２
通
り
。
健

脚
派
な
ら
、
い
る
ふ
の
扉
２
で
紹
介

し
た
浅
間
神
社
の
入
口
、
浅
間
広

場
へ
。
余
力
が
あ
れ
ば
、
10
年
に
１

度
の
火
祭
り
に
思
い
を
馳
せ
て
頂
を

め
ざ
す
も
よ
し
。
下
水
神
に
は
、

豪
雨
災
害
時
に
流
さ
れ
た
祠
が
奇

跡
的
に
見
つ
か
っ
て
復
帰
、
土
石
流

を
受
け
止
め
た
神
木
？
と
と
も
に
、

湧
水
を
守
っ
て
い
る
。
一
帯
に
遺
跡

が
多
い
の
は
、
山
と
水
の
豊
か
な
恵

み
の
証
明
と
い
え
る
。
一
方
、
小
坂

鎮
守
神
社
か
ら
木
立
の
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
、
遺
跡

群
へ
の
シ
ョ
ー

ト
カ
ッ
ト
も

Ｏ
Ｋ
。
遺
跡
を
め
ぐ
っ
た
ら
、
い
よ

い
よ
龍
光
山
観
音
院
（
小
坂
観
音
）

へ
。参
道
入
口
で「
神
明
社
」を
発
見
。

「
小
坂
区
壱
番
地
」
の
表
記
が
誇
ら

し
げ
だ
。
小
坂
観
音
は
、
弘
法
大

師
が
植
え
た
と
い
わ
れ
る
柏

ビ
ャ
ク

槙シ
ン
（
樹

齢
１
２
０
０
年
以
上
）や
、
信
玄
側

室
の
由
布
姫
（
湖
衣
姫
）
の
供
養
塔

が
有
名
。
本
尊
は

十
一
面
観
音
だ
が
、

ち
ょ
こ
ん
と
座
っ

た
お
び
ん
ず
る
さ

ま
ほ
か
、
仏
像
、

石
仏
は
多
数
！
あ

じ
さ
い
祭
り
中
の

公
園
を
抜
け
、
糠ぬ

か

塚づ
か
に
向
か
う
。サ
ワ

ラ
の
巨
木
が
猛
々

し
く
根
を
張
る
そ

の
小
山
は
、奈
良
末
〜
平

安
初
期
ご
ろ
？
の
古
墳

で
、
地
上
に
は
御お

ん

頭と
う

御み

社じ
ゃ

宮ぐ
う

司じ

神
社
（
小
坂
姓
の

祝
殿
）、
向
か
い
に
は
伊

藤
姓
の
祝
殿
が
建
つ
。
糠
塚
や
花
上
寺
な
ど
か
ら
の
出
土

品
は
、
市
美
術
考
古
館
で
展
示
。
散
歩
の
余
韻
を
味
わ
う

た
め
に
も
同
館
オ
ー
プ
ン
が
待
ち
遠
し
い
。

小坂公民館
小坂観音院

神明社 サークルK
御頭
御社宮司神社

満
田
山

神場木

殿屋敷
高間

天神山

城山

味沢姓の祝殿
小坂鎮守神社

しだれ桜

浅間広場

至浅間山

下
水
神

花上寺遺跡

平山遺跡

円道久保遺跡

県道岡谷
茅野線

❶

❷ ❸
❹

❼
❻

❺ ❽

❾
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12

13
14

15
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中央自動
車道

山の神
水道水源地

諏訪湖

ショートカット
コース

徒歩所要時間 120分（ショートカット）・150分（フルコース）

産土神としての威厳をたたえ、集落
を眼下にすえる「小坂鎮守神社」

浅間広場へ、森の小径をゆく

みごとな
しだれ桜が
道しるべ

糠塚。強い意志をみなぎら
せサワラがこの地を守ってい
る。奥が御頭御社宮司神社

味沢姓の祝殿。区内の祝殿
は、いずれもこのように立派！

下水神

花上寺遺跡から平山遺跡、円道久保遺跡とめぐり…

小坂郷発祥の地、神明社
に初参拝

10

❼

❾

（
取
材
／
７
月
１
日
）

山頂まで神社
参道が続く

11

❽

郷愁誘う
諏訪湖かな

小坂観音院参道

12

13

14

15
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「こうずら ほうずら」は市民のみなさんでつくるページです。
市政や広報に対するご意見や身近な話題など、どんどんお寄せください。

宛先●〒394-8510 岡谷市役所（住所不要） 広報情報課広報広聴（内線１３６６）

　

７
月
19
日（
岡
谷
市
防
災
の
日
）、
災

害
へ
の
備
え
を
し
て
、
し
っ
か
り
心
構

え
を
し
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

Ｅ
・
Ｙ
さ
ん（
長
地
梨
久
保
）

▼一
瞬
で
貴
重
な
命
と
大
切
な
財
産
を

奪
っ
た
平
成
18
年
の
豪
雨
災
害
か
ら
、

７
年
が
た
ち
ま
し
た
。「
天
災
は
忘
れ

た
頃
に
や
っ
て
く
る
」と
言
わ
れ
て
お
り
、

今
後
も
決
し
て
油
断
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
被
害
を
抑
え
る
た
め
に
は
日
頃
か

ら
の
備
え
と
、
防
災
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
過
去

の
教
訓
を
決
し
て
む
だ
に
し
な
い
た
め

に
も
、「
岡
谷
市
防
災
の
日
」を
契
機
に

防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

き
つ
ね
祭
も
、
も
う
61
回
に
も
な
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。
昔
の
お
祭
り
は
人

出
が
多
く
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
、
兄
が

仮
装
を
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
た
り
し

て
、
子
ど
も
だ
っ
た
私
も
楽
し
み
な
お

祭
り
で
し
た
。
今
は
、
孫
に
連
れ
ら
れ

て
お
祭
り
に
行
っ
て
い
ま
す(

笑)

。　

Ｎ
・
Ｇ
さ
ん（
川
岸
東
）

▼
３
世
代
に
わ
た
り
共
通
の
祭
り
を
楽

し
み
、
思
い
出
を
共
有
で
き
る
っ
て
素
敵

な
こ
と
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
の
参
加
と

応
援
の
も
と
、
き
つ
ね
祭
も
時
代
を
積

み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
61
回

に
も
渡
る
祭
り
の
な
か
で
、
み
な
さ
ん
が

い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
を
作
っ
て
き
た
の
だ

と
考
え
る
と
、
感
慨
深
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
祭
り
を
盛
り
上
げ
、
末
永
く
次

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

暑
い
夏
を
、
昼
間
世
話
を
し
て
い
る

２
才
の
孫
と
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
と
思
っ
て
い

ま
す
。　
　
　

Ｔ
・
Ａ
さ
ん（
田
中
町
）

▼
お
孫
さ
ん
の
か
わ
い
い
姿
は
、
日
々
の

活
力
の
源
で
す
ね
。
た
だ
、
今
年
も
猛

暑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
よ
り
元
気
に
乗

り
切
る
た
め
、
栄
養
補
給
に
岡
谷
名
物

「
う
な
ぎ
」
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
今
年

の
土
用
の
丑
の
日
は
、
７
月
と
８
月
に

２
回
あ
り
ま
す
。
一
度
と
言
わ
ず
、
二

度
食
べ
て
精
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！
う
な
ぎ

だ
け
で
は
偏
り
ま
す
の
で
、
不
足
す
る

栄
養
は
、
ト
マ
ト
な
ど
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を

多
く
含
む
食
材
で
補
う
こ
と
が
お
勧
め

で
す
。
こ
ま
め
な
水
分
補
給
も
お
忘
れ

な
く
！

こえ
７
月
の

ハ
ガ
キ
か
ら

▼
は
広
報
広
聴
担
当
よ
り

❖❖❖❖❖ 市政モニター通信㉛ ❖❖❖❖❖
《 8月担当市政モニター   木戸　亮さんより 》

　市政モニターの委嘱を受け、改めて岡谷
市の今の姿、そして将来の展望への関心を
持つことになりました。
　第4次総合計画に基づいた幅広い大きな
事業計画も、具体的な姿となって現れる時
期となりましたが、どんな施策であっても市
民全員がもろ手を挙げて賛成する形ではな

いのが市政の事業です。
　大切なのは、私たちが日々生活している「今・ここ」の目先
だけでなく、子どもたちやこれから誕生してくる新しい命が「岡
谷はいいまちだ。自然もいい」と、歳を重ねていける郷土とす
ることだと思います。
　わたしが、傾聴ボランティアとしてある施設へ訪問した際、
９６歳の女性が「わしゃあ糸とって朝から晩まで喜んで働いた。
岡谷はきれいでいいとこだ」と明るく喜んで話してくれました。
　これから数十年後にも、こうしたお話が聞ける、わたしたち
の岡谷市でありたいと改めて思います。

● 問合せ ●
イルフプラザ・カルチャーセンター ☎２４-８４０4

日時…8月31日（土） 午後1時30分～
場所…イルフプラザ・カルチャーセンター催事場
出演…「岡谷Ｍ５０会」のみなさん
イルフプラザ協賛店…カネジョウ・イルフ岡谷
食品館・ヌーベル梅林堂・精良軒・シャママ
ルタ・サンジェルマン
　◎各協賛店にて、当日限りの特典サービス
　あり！
※協賛店での特典サービスには、クーポン付き
チラシが必要です（カルチャーセンター・こど
ものくにで取り扱い中）。

カルチャーセンター・イルフプラザ店舗会協賛

？？？ ホリデイスクエア？？？

夏のマジックライブ
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問題
二重枠の文字を並べ替えると岡谷に
関係のある言葉ができます。それを
答えてください。正解者のなかから
抽選で5名に、ロマネット入浴券（５００
円券）と樋沢産のトウモロコシ（３本）
引換券をお送りします。
※景品のトウモロコシは「樋沢高冷地農業活性化組合」のご協力によるものです。9月中旬（予
定）に広報情報課にて引き換えます（郵送・配達などは行いません）。

◆ヨコのカギ
 1 太鼓まつりはみんなで踊ろう
　　○○○○わっさか
 5 古代インド発祥とか
 6 ジンギスカンはこれを焼きます
 8 ○○○○クローバーーーゼーーーット！
10 真実○○○
11 ○○の斜塔
12 長野自動車道のこの下には公園や
　　テニスコートも
13 松本○○○高校
14 月。イタリア語ではこう呼ぶとか

◆タテのカギ
 1 僕のかわいい○○ちゃんは
　　色が白くて……
 2 太鼓まつりでは
　　このパレードも見ものです
 3 公会所は警察署の目の前
 4 元→○○→清
 7 熱帯。ドリンク、フィッシュ、リゾート
 9 樋沢地区のこれは甘くて美味
10 武井武雄といえばこの言葉

クロスワードパズル
広報クイズ No.332

脳トレにいかがですか？

【
市
長
随
想
37
】

「
帰
省
」

　

８
月
は
、
夏
休
み
や
お
盆
で
帰
省
さ
れ
る
ご
家
族
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
学
生
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は
東

京
で
下
宿
生
活
を
し
て
い
た
た
め
、
夏
休
み
の
こ
の
時
期
に

は
、
毎
年
帰
省
を
し
て
家
族
や
旧
友
た
ち
と
の
時
間
を
楽
し

み
、
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
ま
ち「
岡
谷
市
」は
、
こ
の
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
諏
訪
湖
や
塩
嶺
峠
、
横
河
川
な
ど
の
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て「
シ
ル
ク
岡
谷
」と
し
て

世
界
に
そ
の
名
を
馳
せ
ま
し
た
。
戦
後
は
精
密
工
業
都
市
と

し
て
急
速
に
発
展
し
、
現
在
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
精

密
加
工
技
術
を
活
用
し
た
「
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
の
世
界
的

供
給
基
地
」の
形
成
を
目
指
す
産
業
都
市
で
あ
り
、「
も
の
づ

く
り
の
ま
ち
」と
し
て
、
一
貫
し
て
歩
ん
で
い
ま
す
。
太
鼓
ま

つ
り
や
湖
上
花
火
な
ど
の
お
祭
り
や
、う
な
ぎ
、馬
肉
と
い
っ

た
特
色
の
あ
る
食
文
化
も
あ
り
ま
す
。
足
を
延
ば
せ
ば
高

ボ
ッ
チ
、
鉢
伏
山
な
ど
の
眺
望
の
美
し
い
高
原
も
あ
り
、
本

当
に
素
晴
ら
し
い「
ふ
る
さ
と
」で
す
。

　

岡
谷
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
岡
谷
市
出
身
者
に
と
っ
て
は
、

自
慢
の
ふ
る
さ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

お
盆
に
は
、「
岡
谷
太
鼓
ま
つ
り
」や
各
区
の
お
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ど
う
か
、
ご
家
族
・
ご
親
戚
を
呼
ん
で
、「
ふ

る
さ
と
岡
谷
」、「
岡
谷
の
太
鼓
」
を
ご
一
緒
に
満
喫
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
谷
市
出
身
の
皆
様
が
「
ふ

る
さ
と
」
と
し
て
今
以
上
に
誇

り
の
持
て
る
岡
谷
市
と
な
る
よ

う
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

●応募方法…はがきに答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記し、ひと
言（特集テーマや、市政、広報に対するご意見や身近な話題など）をそえて「〒394-
8510 岡谷市役所（住所不要）広報クイズ係」までお送りく
ださい。8月12日必着。（ひと言は「こえ」 に掲載させてい
ただく場合があります）

●前回（7月号）の答えと当選者　「あるきたろう（あるき太郎）」
　正解数65通（応募総数65通）のなかから抽選で、Ａ・Ｋさん
（東銀座）、Ｋ・Ｈさん（湊）、Ｙ・Ｍさん（本町）、Ｈ・Ｍさん（山
手町）、Ｓ・Ｎさん（長地権現町）にうなぎのまちおかや共通
利用券と樋沢産のとうもろこし（３本）引換券をお送りします。
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き つ ね 　 あ め
つ 　 ぎ や ま ん 　
こ に し き 　 る
う し 　 そ か い
　 ぼ ろ ば た
か り ん 　 き ぬ

 今月の子育てキーワード（中学校期）『親と子で話そうよ　今日のこと　明日のこと語ろうよ』
　親と子の会話が少なくなっている、特に中学生になれば…と。親と子で一緒に今日のことを話し合い、反省と励

ましを与えましょう。明日も頑張ろう。明日への希望と目標を持って…。　～成長樹（期）子育て実践ポイントより～


